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黒色中玉スイカ「マイボーイ」栽培要点
施肥：  標準的な施肥総量は基肥として1㌃あたり窒素0.5㌔、リン

酸2.0㌔、カリ0.5㌔程度（化成８号約６㌔＋ようりん約８㌔）
を施用。

定植：  株間は1.2～1.8㍍、畝間は３～４㍍、ベッド幅1.3㍍の１条植
え。1㌃あたり15～30株程度定植する。マルチで地温を
15℃以上確保し、５月上旬以降に定植する。１０℃以下の低
温が予想される場合、トンネルやホットキャップ等で保温す
る（写真２）。

仕立て方： 親づるは５～６節で摘芯。親づるから出る子づるを４～
　　　５本仕立てにし、１株あたり３～４果どりとする（写真３）。着

果節位は３番花（18～20節）を目安とする。着果節位に雨
よけトンネルを設置すると、受粉率が向上し着果が安定す
る。着花節までの孫づるは除去し、着花節以降の孫づるは
放任する。

開花・交配：   午前９時頃までに人工授粉を行い、３番花が開花した
　　　日付（交配日）を記録する。
着果管理：  1株あたり３～４果に摘果を行う。摘果後、1㌃あたり窒
　　　素・カリ0.5㌔程度（化成８号約６㌔）の追肥を行う（草勢に応

じて追肥量は調整する）。交配日から２～３週間後の日差し
が弱い時間帯に玉直しを行い、果皮色のむらを無くす。日
焼け果防止のため、葉やネット等による遮光を行うと高品
質化が狙える。

収穫：  開花（交配）後35～40日、または積算温度（※）950℃を目安とすると、収穫遅れの心配が少ない。
　　　※日平均気温の積算。日平均気温が25℃の場合、38日で積算温度は950℃となる。
ご興味のある方、栽培方法を詳しく知りたい方は、西多摩農業改良普及センターへお問合せください。

普及センターは関連団体と協力し、毎年、さまざまな品目の試作事業や展示栽培を通して産地を応援し
ています。昨年は管内有志の方を対象に、黒色中玉スイカ「マイボーイ」（丸種）の試作事業に取り組みまし
た。この試作事業には８人の方が参加し、猛暑にも関わらず優れた品質のスイカが生産できました（写真１）。
収穫物の平均球重は４.３㌔、平均糖度は１０.５度（最高１２.４度）でした。

写真２　ホットキャップ

写真３　仕立て方（例）

写真１　収穫された黒色中玉スイカ
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